
建築用材
H形鋼

ハイパービームVE®　―NSYP®345B
NSYP®345Bは、従来鋼（SN490B）に対して、設計基準強度F値
を345N/mm2まで高めて高降伏点化を図り、かつ引張強さは従来鋼
と同等の490N/mm2クラスとしたハイパービーム®です（認定番号：
MSTL-0312）。
従来鋼（SN490B）に比べて設計基準強度F値が高いので、鋼重削
減が期待できます。

特長
1．F値アップで鋼重削減
  　 設計基準強度F値をSN490Bよりも20N/mm2高め

て、345N/mm2とした490N/mm2級のハイパービ
ーム®です。

  　 鋼材および溶接部の材料の基準強度はF値の1.1倍
以下とすることができます。

2．SN材と同等の高い耐震性・溶接性
  　 SN490Bと降伏点の上下限値が異なる以外は、同

じ化学成分、機械的性質です。

機械的性質

鋼種 板厚

引張試験 衝撃特性

降伏点
または耐力
［N/㎜2］

引張強さ
［N/㎜2］

降伏比
［％］

伸び 試験
温度

［℃］

シャルピー吸収
エネルギー

［J］
試験片

試験片［％］

NSYP®345B
12≦ｔ≦16

345～465 490～610 ≦80 1A号
17≦

0 27≦ Vノッチ
圧延方向16＜ｔ≦40 21≦

SN490B
12≦ｔ≦16

325～445 490～610 ≦80 1A号
17≦

0 27≦ Vノッチ
圧延方向16＜ｔ≦40 21≦

ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資
料に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告
なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署にお問い合せください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載
された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、あるいは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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建築用材
H形鋼

ハイパービーム®製造サイズ一覧表（NSYP®345B）
フランジ

ウェブ
200 250 300 350 400

12 16 19 22 25 28 16 19 22 25 28 32 36 40 16 19 22 25 28 32 36 40 22 25 28 32 36 40 22 25 28 32 36 40

600

9 ○ ○ ○ ○
12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ＊
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 ＊ ＊ ＊

650

9 ○＊ ○＊

12 ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊

14 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
16 ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊ ○＊

700

9 ○ ○ ○
12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ＊
14 ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ＊ ＊ ＊
16 ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
19 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
22 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

750
12 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ＊ ＊ ＊
16 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ＊ ＊ ＊

800

12 ○ ○ ○ ○
14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○
22 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

850

14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22

900

14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ＊ ○ ○
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○
19 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○
22 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

950
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊
19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

1000
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

一般サイズ
大型サイズ

設計上の留意点
● 幅厚比ランク、高力ボルト継手はSN490Bと異なるサイズがあり

ます※。
● ダイアフラムは厚さ40mm以下の場合はSM520B-SNCを、40mm

超の場合はBT-HT355Cをご利用ください。
● 梁端仕口部のディテールによっては、保有耐力接合を満足できな

いことがあります。
※ 「寸法および断面性能表」と「標準接合部諸元表および詳細図」をご用意しておりますので、

必要な場合はお申し付けください。

○ 常時製造（毎月ロールチャンス設定あり）
○＊ 常時製造（納期設定にご注意ください。）

＊ ご相談①（  常時製造しておりません。あらかじめ
ご相談ください。）

ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資
料に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告
なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署にお問い合せください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載
された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、あるいは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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